
 
 

（財）県民ボランティア振興基金では、長崎県内を中心に活動している 

ＮＰＯ法人及びボランティア団体が行う事業を支援します。 

今回募集するのは平成 23年 9月 1日～平成 24年 3月 31日の間に 

実施する次の３つの事業です。 

 

事業名 支援金限度額 応募可能団体 

ＮＰＯ活動拡大支援事業 

（団体が新たに取組む事業） 

５０万円 

（交付対象経費の 4/5 以内）

ＮＰＯ法人及び 

ボランティア団体 

行政とのパートナーシップ推進事業 

（行政との協働を推進する為の事業）

３０万円 

（交付対象経費の範囲内） 

ＮＰＯ法人及び 

ボランティア団体 

ＮＰＯ広報支援事業 

（ＮＰＯへ専門家を派遣し団体のチ

ラシ等を作成する） 

―― 
ＮＰＯ法人及び 

ボランティア団体 

※詳しい内容は募集要項をご覧ください。 

 

 

   

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

うら面もご覧下さい♪  

 

 

【お問合せ・提出先】〒850-0862 

 長崎市出島町2-11 出島交流会館3階 長崎県男女参画・県民協働課内 

 （財）県民ボランティア振興基金 担当：池田耕治、岡村真理 

   TEL095-827-7616 FAX095-822-4739 

E-mail：v-kikin@eos.ocn.ne.jp 

   ホームページ http：//volu-npo.jp/（募集要項はこちらから！） 

◎申請書の提出は平成 23年 8月 5日（金） 
17時までにお願いします！！ 

 

◎書類の書き方等、不明な点は遠慮なく担当者へ 

お尋ねください。 



上手な申請書を作りましょう！ 

 

どんなに素晴らしい活動でも、相手に伝えたい！という気持ちがなければ伝えることは出来ませ

ん。申請書も同じです。伝えたいという思いを込めて作ること、また誰が見ても分かりやすい書類

でないと相手には伝わりません。 

 申請書を作成する前や後にこのチェックリストを利用して伝わる申請書を作成しましょう。分か

らないことや迷うこと、悩んだことは書類を提出する前に担当者へ遠慮なく問い合わせましょう。 

担当者とのコミュニケーションが助成金獲得への近道です。 

 

◎提出する前にもう一度チェック！ 

NO チェック内容 チェック

１ 必要な提出書類は全てそろっていますか？  

２ 
申請する事業は、募集の内容と合致していますか？ 

→よく分からない、悩んでいる場合は担当者へ問合わせてみましょう！ 
 

３ 

 

仲間だけが分かる言葉を使っていませんか？ 

→第三者の  でチェックしてもらいましょう！ 
 

４ 

６Ｗ３Ｈが明確に記載されていますか？ 

Why（なぜ？）What（何を？）When（いつ？）Who（誰が？） 

Whom（対象は？）Where（場所は？） 

How（どのような方法で？）How much（いくらで？） 

How for（どの程度まで？） 

 

５ 審査基準に沿って申請書の作成がされていますか？  

 

①事業の必要性…事業に対するニーズが高く事業目的が明確であるか 

→申請しようとする事業は社会的意義のある活動、課題であるか。ニーズ

は明確か。「困っている人が多い」というような抽象的、情緒的な記述

になっていないか。 

 

 

②事業の具体性、実現性…事業の内容が十分に具体的なもので、実施主体の

活動実績、事業内容、事業期間等から実現可能か 

→「実施手法や、実施体制および予算の面から、事業の実現性が高いか」

「目的は明確で、計画は具体的か」「スケジュールは明確か」。 

 

 

③事業の継続性、発展性…事業終了後も継続、発展が期待されるか 

 →「一過性のものではなく、継続して行われ、助成終了後も発展が期待 

できるか」「事業を通じて育成された人材がその後も活躍できるか」。 

 

 

 
 

 


